


































































riences in Close Relationships Inventory for The Generalized Other : ECR―GO）「恐れ型」






































































































































































fied Grounded Theory Approach：M―GTA）を用いて分析した。その結果、２１個の概念が
成立し７個のカテゴリーが生成された。対象者は発達障害の特性によって、コミュニケー
ションの立ち行かなさなど、日常生活に支障をきたしており受診のきっかけに繋がってい
る。過去の悩みを踏まえ、デイケアに期待したこととして、対人スキルを学びたいことが
あげられた。デイケアを通じて、参加メンバーとの関わりで新たな気づきを得たことによ
り、発達障害に関する情報不足による不安の軽減がなされたことや、感情コントロールに
ついての練習を行ったことによって、感情の安定化に繋がっている。また、デイケアに参
加し、メンバーやスタッフとの関わりを得たことにより、他者の気持ちの理解促進が行な
われた。一方で他メンバーとの話し合いをもっとしたかったとの意見もあげられた。全体
として今後の生活に前向きな考えになる等の変化が見られ、プログラムの有効性が示され
た。
論文題目：現代の学生における潜在的キャリア意識に関する研究
―人生課題（結婚と育児）を背景とした性差を中心に―
氏 名：吉山ちひろ
概 要
本研究では、男性と女性のワーク・ライフ・バランスにおける家事や育児に対する意識
を調査し、男性と女性の間の潜在的なギャップについて比較検討を目的とした。調査対象
者は、関東圏内のA大学の学部生男子９３名、女子４１名と、関東圏内のB女子大学の学部生
１４０名である。それぞれに家事（子ども無し）、育児（子ども有り）をそれぞれ想定した２
種類の刺激文を提示し、刺激文に続く物語を作成してもらった。研究では、作成された
物語を結末別に分類し、現代の男子学生と女子学生のワーク・ライフ・バランス意識の差
を検討した。研究では、現代の男子学生と女子学生の深層イメージを抽出し、検討し
た。これらの研究から、以下の事が明らかとなった。
１．男子学生は子どもの有無に関係なく、家事を手伝う結末を選んだ者が半数以上に上っ
た。女子学生も子どもの有無に関係なく、夫と話し合う結末を選んだ者が半数以上に
上った。
２．男子学生は「妻の感情を理解しながらも、妻に言われないと手伝えない」、または
「紆余曲折がないと手伝えない」ということが見て取れた。女子学生はまた、自分の
夫になる人は妻ばかりが家事をしていることについて謝罪する優しさがあるというイ
メージを持っていた。本来の家庭経営の観念から言えば、共働きであれば分担は当然
のことである。これは男子学生、女子学生共に「家庭経営」の概念が薄いため、この
ようなイメージになっているのではないだろうか。
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